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N = 22）を実施し，SPSを600 mg/日，8週間摂取したSPS群は群間比較で血清鉄がプラ
セボ群より有意（p < 0.05）に増加した．これらの結果より，SPSは中性のpH域での鉄







症候群の男性を対象とした二重盲検比較試験（プラセボ群：N = 16，SPS群：N = 13）
では，4週間のSPS長期摂取（600 mg/日）により，摂取前に比べ血中TGが有意（p <
0.05）に低下した．次に，空腹時のTG値が150 mg/dL未満の健常男性を対象とした二重
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